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平 成 31 年 度 予 算

新庁舎建設・生活環境の整備等に重点

　

平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
予
算
特
別
委
員
会

の
審
査
を
経
て
、
本
会
議
に
お

い
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
新
年
度

の
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

（
※
表
示
金
額
は
予
算
額
の
た

め
、
実
際
の
事
業
額
と
は
異
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

～平成３１年度の主な取り組み～

◇橋梁補修事業� ５０００万円

　浮田橋橋梁補修事業
費（平成30年 度 柵 設
置、伸縮装置取替工事
を実施。平成31年度は
下部工事を実施予定。）、
赤沢橋橋梁補修事業費 写真：浮田橋

（平成30年度補修工事後）

◇林道津軽沢線１号橋改良事業� １５００万円
◇林道津軽沢線２号橋測量設計委託料� ３３０万円

　林道利用者の安全を
確保するため、老朽化
した林道津軽沢線１号
橋の改良事業費
　林道津軽沢線２号橋
の測量設計費 写真：林道津軽沢線１号橋

◇りんご黒星病防除対策事業費補助金� １５７万円
◇りんご園防風網張替費補助金� １００万円

　昨年多くの被害をも
たらした、りんご黒星
病防除対策として、農
家に対する散布薬購入
代の補助金
　防風網張替に対する
補助金（平成28年度か
ら継続実施） 写真：町内りんご園の防風網

そのほかの主な事業
◇保育所等整備負担金  １億１０７２万円
◇多機関の協働による包括的支援体制構築事業委託料
  １３１７万円
◇舞戸公民館施設整備負担金  １０４８万円
◇鰺ヶ沢町公営住宅等長寿命化計画策定業務委託料
  ６７１万円
◇ごみ収集車購入事業  １４９７万円
◇社会教育推進ディレクター配置事業  ２９３万円

※５月１日以降、平成31年を令和元年への読替えをお願いします。
以後の年度も順次お読替えください。

◇新庁舎建設事業� １億７０５０万円
◇旧鰺ヶ沢第一中学校解体事業� ６１１８万円

　旧鰺ヶ沢第一中学校
グラウンド跡地に建設
予定で、２年後の３月
に完成予定の新庁舎建
設事業費
　旧鰺ヶ沢第一中学校
解体事業費 写真：旧鰺ヶ沢第一中学校グラウンド跡地

◇第一中学校線外道路改良事業� ５０００万円

　国道101号線バイパ
ス道路に繋がる五差路
の測量設計費
　消防署裏から国道
101号線に繋がる道路
の改良事業費

写真：第一中学校線五差路

◇赤石渓流線外道路改良事業� １億５００万円
◇赤石渓流線道路維持補修事業� ５７６万円

　平成27年２月に発生
した土砂崩落により、
通行止めとなっていた
赤石渓流線の山側法面
3～4カ所の改良事業費
　赤石渓流線開通前の
道路維持補修事業費 写真：赤石渓流線法面工事予定地
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民生費
17億8582万円
（２５．６％）

土木費
7億1305万円
（１０．２％）

総務費
１9億968万円
（２７．４％）

教育費
4億407万円
　（５．８％）

農林水産費
3億8323万円
　（５．５％）

衛生費
3億9024万円
　（５．６％）

目的別

公債費　※２　
8億4333万円
（１２．１％）

6535万円
（０．９％）
300万円
（０．０％）
227万円
（０．０％）

議 会 費

予 備 費

労 働 費

町債　※１
6億6200万円
（９．５％）

県支出金
4億9319万円
（７．１％）

町税
7億5996万円
（１０．９％）

国庫支出金
7億1241万円
（１０．２％）

地方交付税
32億4380万円
（４６．５％）

地方譲与税など
2億6554万円
（３．８％）

歳入【財源】

歳出【使いみち】

2億5000万円
（３．６％）
6300万円
（０．９％）
4366万円
（０．６％）
4138万円
（０．６％）
1752万円
（０．2％）
0万円

（０．０％）

寄 附 金

使用料及び手数料

諸 収 入

分担金及び負担金

財 産 収 入

繰 越 金

消防費
3億6892万円
　（５．３％）

一般会計予算
69億8000万円

依存
財源（

77.1％）

自主財
源（
22.9％

）

繰入金
4億2754万円
（６．１％）

商工費
１億1104万円
　（１．６％）

新年度予算可決
一般会計 69億8000万円

平成31年度

予 算

【昨年度比】５億円増

平成31年度　一般会計・特別会計・企業会計予算
会　　計　　名 本年度予算額 前年度予算額 増　　　減 対前年度伸率（％）
一　般　会　計 69億8000万円 64億8000万円 5億円 7.7� ⇧

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 事 業 15億7400万円 16億800万円 －3400万円 －2.1� ➡
農 業 集 落 排 水 事 業 1億3773万円 1億3810万円 －37万円 －0.3� ➡
小 規 模 水 道 事 業 603万円 691万円 －88万円 －12.7� ➡
公 共 下 水 道 事 業 4億1343万円 3億8944万円 2399万円 6.2� ⇧
墓 地 公 園 事 業 20万円 20万円 0 0.0� ―
介 護 保 険 事 業 15億205万円 15億251万円 －46万円 0.0� ―
後 期 高 齢 者 医 療 1億3245万円 1億2450万円 795万円 6.4� ⇧
水 産 業 振 興 事 業 2900万円 2989万円 －89万円 －3.0� ➡

【企業会計】水道事業 5億781万円 4億4513万円 6268万円 14.1� ⇧

全　　合　　計 112億8270万円 107億2468万円 5億5802万円 5.2� ⇧

※予算額は、万円単位（四捨五入）で表示しています

　　ひとくち解説
※１ 　町債とは……町が資金調達した長期
の債務、借入金のことをいいます。

※２ 　公債費とは……町が借入した債務の
償還や利子の支払いに要する経費のこ
とをいいます。


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第 １ 回 定 例 会

平成31年
第１回
定例会
会期

3月１日～12日
　
平
成
31
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
１
日
か
ら
12
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
開
会
初
日
、
本
定
例
会
に
先
立
ち
、
平
成
31
年
１
月
18
日
急
逝
さ
れ
た
故
長
谷
川
統
一

議
長
の
ご
冥
福
を
祈
り
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
、
鶴
田
悦
子
副
議
長
に
よ
る
追
悼
演
説
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
開
会
後
、
新
議
長
の
選
出
が
行
わ
れ
た
後
、
平
田
町
長
が
新
年
度
の

施
政
方
針
を
述
べ
、
条
例
改
正
、
平
成
31
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
等
34
議
案
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

　
８
日
の
一
般
質
問
で
は
、
議
員
４
名
が
児
童
虐
待
防
止
の
対
策
、
聴
覚
障
害
者
へ
の
支

援
、
大
高
山
風
力
発
電
計
画
、
赤
石
渓
流
線
の
開
通
等
に
つ
い
て
平
田
町
長
に
問
い
ま
し

た
。（
質
問
内
容
は
７
～
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

　
最
終
日
に
は
、
議
員
発
議
と
し
て
町
議
会
傍
聴
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
本
会
議
に

お
い
て
上
程
さ
れ
、
11
日
の
各
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
議
案
と

併
せ
て
議
案
等
35
件
は
全
て
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
等
は
次
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新 議 長 選 出
条例の改正、平成31年度予算等を審議

　

定
例
会
に
先
立
ち
行
わ
れ

た
追
悼
演
説
（
１
月
18
日
急

逝
さ
れ
た
、
故
長
谷
川
統
一

議
長
に
対
す
る
）
を
行
う
鶴

田
悦
子
副
議
長

追
　
　
悼

　

開
会
後
行
わ
れ
た
議
長
選

挙
で
第
23
代
町
議
会
議
長
に

選
出
さ
れ
、
就
任
の
挨
拶
を

す
る
渋
谷
悦
男
議
長
（
議
長

就
任
の
あ
い
さ
つ
は
５
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

新
議
長
選
出
▼
条
例
の
一
部
改
正�

可
決

町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
整
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

　

学
校
教
育
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

所
要
の
改
正
。

町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　

長
時
間
労
働
是
正
の
た
め
、

超
過
勤
務
命
令
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
上
限
を
定
め
る
措

置
を
講
じ
る
た
め
、
超
過
勤

務
時
間
等
に
つ
い
て
は
規
則

に
委
任
す
る
た
め
の
改
正
。

町
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

　

消
防
団
役
員
等
の
定
年
年

齢
を
定
め
る
た
め
の
改
正
。

改
正
に
よ
り
平
成
31
年
４
月

１
日
か
ら
定
年
年
齢
を
70
歳

（
一
定
の
職
に
あ
る
者
に
つ

い
て
は
、
任
期
満
了
ま
で
）

と
す
る
も
の
。

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

行
政
職
職
員
級
別
基
準
職

務
表
か
ら
鰺
ヶ
沢
こ
ど
も
園

園
長
並
び
に
副
園
長
を
削
る

た
め
の
改
正
。

▼
人
事
案
件

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任

�

同
意

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
審
査

委
員
会
委
員
２
名
を
選
任
す

る
も
の
。

　

齋
藤　
　

博　

氏
（
再
任
）

　

冨
田　

重
基　

氏
（
再
任
）

【
任
期
】

　

平
成
31
年
４
月
10
日
か
ら

３
年

▼
町
道
路
線
の
認
定

�

可
決

（
仮
称
）
鳴
戸
ヶ
丘
線

延
長　

１
５
６
・
５
ｍ

幅
員　

６
・
０
～
17
・
８
ｍ

（
仮
称
）
港
湾
線

延
長　

８
４
２
・
4
ｍ

幅
員　

４
・
０
～�

７
・
０
ｍ

▼
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

�

可
決

　

一
般
会
計
予
算
は
、
歳

入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
４
０

万
９
０
０
０
円
増
額
し
、
補

正
後
の
予
算
総
額
は
68
億
７

９
５
４
万
９
０
０
０
円
と
な

り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
出
補
正
予
算
】

〇
増
額

・�

あ
じ
が
さ
わ
未
来
応
援
基

金
積
立�

５
０
０
０
万
円

・�

ふ
る
さ
と
納
税
返
戻
等
に

関
す
る
経
費

　

４
８
７
５
万
３
０
０
０
円

〇
減
額

・
町
道
橋
梁
維
持
費

　

４
１
７
４
万
４
０
０
０
円

・�

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
繰
出
金

　
　

７
７
１
万
４
０
０
０
円
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▼
平
成
31
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算

�

可
決

　

詳
し
く
は
２
～
３
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
専
決
処
分

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

�

承
認

〇
専
決
第
１
号

　

海
岸
漂
着
船
に
係
る
処
理

費
用
に
急
施
を
要
し
た
た
め

の
予
算
措
置

　

２
５
８
万
円
の
増
額

〇
専
決
第
２
号

　

除
雪
対
策
費
に
急
施
を
要

し
た
た
め
の
予
算
措
置

　

２
０
０
０
万
円
の
増
額

　

補
正
後
の
予
算
総
額
は
68

億
７
２
１
４
万
円
と
す
る
。

▼
発
議
第
１
号　

町
議
会

傍
聴
規
則
の
一
部
改
正

�

可
決

（
改
正
内
容
）　

議
会
傍
聴

の
手
続
き
に
関
し
て
、
個
人

情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
現

行
の
傍
聴
人
受
付
簿
か
ら
傍

聴
人
受
付
票
の
記
入
へ
改
め

る
も
の
。

　

先
般
、
１
月
中
旬
に
長

谷
川
統
一
議
長
が
ご
逝
去

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平

成
31
年
鰺
ヶ
沢
町
議
会
第

１
回
定
例
会
に
お
い
て
、

議
員
各
位
の
厚
い
ご
推
挙

を
賜
り
、
議
長
に
就
任
し

ま
し
た
渋
谷
悦
男
で
す
。

　

身
に
余
る
光
栄
と
重
責

を
担
う
重
大
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

す
。 議

長
就
任
あ
い
さ
つ

　
本
定
例
会
初
日
、
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
投
票
の
結
果
、
議
長
に
渋
谷
悦
男
議
員
を
満
票
（
11

票
）
で
選
出
し
ま
し
た
。

　

前
議
長
の
志
を
僅
か
で

も
引
き
継
ぎ
、
な
お
一
層

努
力
精
進
す
る
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆

様
に
は
、
今
後
と
も
温
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

議 会 傍 聴 手 続 き改正前：個人情報が他の傍聴者に見える可能性がある
受付簿冊に住所、氏名、年齢を記入

↓
傍聴券を交付

改正後：個人情報が他の傍聴者に見える可能性がない
１枚の受付票に住所、氏名、
年齢を記入

↓
傍聴券を交付（傍聴券交付
後受付票を受付箱に投函）

第157号の訂正とお詫び
　議会広報あじがさわ第157号（平成31年２月28日発行）
３ページに掲載の教育委員会委員（再任）の「【任期】平
成30年12月26日から３年」は「【任期】平成30年12月26日
から４年」の誤りでした。お詫びして訂正いたします。

受
付
方
法
が

　

一
部
変
わ
り
ま
す
。

議　長

渋　谷　悦　男

３階議会事務局で受付後

議場内傍聴席へ
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第 １ 回 臨 時 会

　

平
成
31
年
第
１
回
臨
時
会

が
４
月
25
日
に
開
か
れ
ま
し

た
。

　

本
臨
時
会
に
は
、
専
決
処

分
、
農
業
委
員
会
委
員
の
任

命
、
監
査
委
員
の
選
任
等
16

議
案
と
議
員
発
議
１
議
案
が

上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
全
議
案
と

も
全
会
一
致
で
議
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

主
な
議
決
内
容
は
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

�

同
意

　

議
会
の
同
意
を
得
て
町
長

が
14
人
を
任
命
す
る
も
の
。

長
谷
川
勝
男 
氏
（
北
浮
田
町
）

木
村　

暢
子 

氏
（
建 
石 
町
）

佐
藤　

松
子 

氏
（
松 
代 
町
）

工
藤　

修
二 

氏
（
中 

村 
町
）

對
馬　
　

孝 

氏
（
中 

村 

町
）

兼
平　

昭
光 

氏
（
南
金
沢
町
）

三
上　

三
樹 

氏
（
鬼 

袋 

町
）

木
村　

重
美 

氏
（
建 

石 

町
）

木
村　

賢
一 

氏
（
小
屋
敷
町
）

兼
岡　

正
英 

氏
（
舞 

戸 

町
）

神　
　

文
人 

氏
（
湯 

舟 

町
）

井
上　

豊
久 

氏
（
建 

石 

町
）

工
藤　

文
信 

氏
（
深 

谷 

町
）

工
藤　
　

清 

氏
（
小 

森 

町
）

【
任
期
】

　

平
成
31
年
５
月
13
日
か
ら

３
年

▼
専
決
処
分　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

�

承
認

　

一
般
会
計
は
、
歳
入
・
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
７
１
０
９
万
４

０
０
０
円
増
額
し
、
補
正
後

の
予
算
総
額
は
69
億
５
０
６

４
万
３
０
０
０
円
と
す
る
。

【
主
な
歳
出
補
正
予
算
】

・
公
共
施
設
等
基
金
積
立

�

７
０
０
０
万
円

・�

ふ
る
さ
と
納
税
管
理
事
業

費��

１
０
０
０
万
円

▼
専
決
処
分

平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

�

承
認

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
は
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２
１
５
６
万
７
０
０
０

円
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算

総
額
は
17
億
４
１
１
３
万
９

０
０
０
円
と
す
る
。

▼
専
決
処
分

町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

�

承
認

・
軽
自
動
車
税

　

平
成
31
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
32
年
９
月
30
日
ま
で
の

間
に
取
得
し
た
軽
自
動
車
等

に
つ
い
て
、
環
境
性
能
割
の

税
率
を
１
％
軽
減
す
る
等
。

�

・
個
人
住
民
税

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
拡
充

に
伴
う
措
置　

所
得
税
の
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
期
間
（
11
年

目
～
13
年
目
）
に
お
い
て
、

所
得
税
額
か
ら
控
除
し
き
れ

な
い
額
を
個
人
住
民
税
額
か

ら
控
除
す
る
も
の
等
。

▼
監
査
委
員
の
選
任

�

同
意

　

欠
員
と
な
っ
て
い
る
議
会

議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る

監
査
委
員
に
菊
谷
忠
光
議
員

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▼
鰺
ヶ
沢
地
区
消
防
事
務
組

合
議
会
議
員
の
互
選

　

欠
員
と
な
っ
て
い
る
鰺
ヶ

沢
地
区
消
防
事
務
組
合
議
会

議
員
に
、
神
孝
議
員
が
互
選

さ
れ
ま
し
た
。

▼
発
議
第
２
号

議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

改
正

�

可
決

（
改
正
内
容
）　

議
員
数
が

10
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平

成
32
年
３
月
30
日
ま
で
の
常

任
委
員
会
委
員
及
び
議
会
運

営
委
員
会
委
員
の
定
数
に
つ

い
て
、
特
例
措
置
を
設
け
る

た
め
の
改
正
。

※
常
任
委
員
会
と
は
…

　

議
会
が
町
の
事
務
に
関
す

る
調
査
や
議
案
な
ど
の
審
査

を
行
う
た
め
、
常
に
設
置
さ

れ
て
い
る
委
員
会
の
こ
と
で

す
。
議
員
は
必
ず
、
い
ず
れ

か
の
常
任
委
員
会
に
属
し
ま

す
。

※
議
会
運
営
委
員
会
と
は
…

　

円
滑
な
議
会
の
運
営
を
行

う
た
め
、
議
会
運
営
の
全
般

に
つ
い
て
協
議
し
、
意
見
な

ど
の
調
整
を
は
か
る
場
と
し

て
設
置
し
て
い
る
委
員
会
の

こ
と
で
す
。

常
任
委
員
会
と

　
議
会
運
営
委
員
会

ひ
と
く
ち
解
説

・�

常
任
委
員
会
の

委
員
定
数
は
、

平
成
32
年
３
月

30
日
ま
で
５
人

と
す
る
も
の
。

・�

議
会
運
営
委
員

会
の
委
員
定
数

は
、
平
成
32
年

３
月
30
日
ま
で

３
人
と
す
る
も

の
。

第１回
臨時会
４月25日



常任委員会の様子

臨時会後、辞令を受けた菊谷議員
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一般質問/町政に問う！

児
童
虐
待
を
防
ぐ
た
め
の
対
応
と
対
策
は

 

答
〈
早
期
発
見
に
努
め
、
関
係
機
関
と
連
携
〉

一
般
質
問
　

３
月
定
例
会
で
は
、
４
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
町
の
行
財
政
全
般

に
関
し
、
町
長
の
考
え
や
町
の
施
政
方
針
を
問
い
ま
す
。

菊谷　忠光議員

問
・
体
に
あ
ざ
が
あ
る
な
ど
、

親
か
ら
虐
待
を
受
け
て
い
る

と
疑
わ
し
い
児
童
や
生
徒
に

対
し
、
町
行
政
、
教
育
機
関

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
解

決
に
向
け
た
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
。

答
弁
・
今
福
祉
衛
生
課
長

　

親
か
ら
虐
待
を
受
け
て
い

る
と
疑
わ
し
い
子
ど
も
に
対

し
て
は
、
早
期
発
見
と
迅
速

な
対
応
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
町
で
は
、
鰺
ヶ

沢
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

や
鰺
ヶ
沢
町
保
育
所
及
び
認

定
こ
ど
も
園
連
絡
会
議
な
ど
、

毎
月
実
施
し
て
い
る
会
議
、

ま
た
、
町
母
子
支
援
セ
ン

児
童
虐
待
を
防
ぐ
た
め

の
町
行
政
、
教
育
機
関

の
対
応
と
対
策
は

タ
ー
が
行
っ
て
い
る
乳
幼
児

宅
の
訪
問
支
援
な
ど
に
お
い

て
、
日
頃
か
ら
虐
待
に
関
す

る
情
報
の
収
集
に
努
め
る
と

と
も
に
、
町
教
育
委
員
会
や

五
所
川
原
児
童
相
談
所
、
五

所
川
原
保
健
所
な
ど
と
情
報

を
共
有
し
、
場
合
に
よ
っ
て

は
警
察
署
に
も
相
談
し
な
が

ら
、
そ
の
防
止
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
福
祉
法
の
規

定
に
基
づ
き
、
鰺
ヶ
沢
町
要

保
護
児
童
対
策
協
議
会
設
置

要
綱
を
定
め
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
必
要
な
対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。

答
弁
・
阿
彦
教
育
長

　

虐
待
と
思
わ
れ
る
事
案
に

対
し
て
は
、
早
期
発
見
と
迅

速
な
対
応
が
肝
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
学
校
に
お
い

て
は
毎
日
、
健
康
観
察
を
行

い
、
児
童
生
徒
の
自
己
申
告

及
び
教
師
に
よ
る
観
察
と
聞

き
出
し
に
よ
っ
て
、
一
人
一

人
の
児
童
生
徒
の
心
身
の
状

態
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
際
、
見
え
る
範
囲
で

身
体
の
傷
や
あ
ざ
が
な
い
か

ど
う
か
、
特
に
小
学
生
の
場

合
は
食
事
の
有
無
、
身
だ
し

な
み
に
つ
い
て
、
衣
服
の
汚

れ
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
髪
は

き
ち
ん
と
洗
わ
れ
、
保
護
者

か
ら
き
ち
ん
と
世
話
を
受
け

て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
を
確

認
し
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
日
常
と
異
な
る
状

況
や
様
子
が
見
ら
れ
る
場
合

は
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
個

別
に
保
健
室
で
の
養
護
教
諭

に
よ
る
聞
き
出
し
や
身
体
の

観
察
を
行
う
体
制
が
つ
く
ら

れ
て
い
ま
す
。

改
正
さ
れ
た
児
童
虐
待
防
止

法
に
お
い
て
は
、
虐
待
を
受

け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
、
疑

わ
し
い
場
合
は
、
福
祉
事
務

所
ま
た
は
児
童
相
談
所
に
通

告
す
る
義
務
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
た
め
、
各
学
校
で
も

管
理
職
の
判
断
に
お
い
て
通

告
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
予
防
の
観
点
か
ら

は
、
親
か
ら
の
虐
待
事
案
に

限
ら
ず
、
各
学
校
に
配
置
し

て
い
る
心
の
ケ
ア
相
談
員
に

よ
る
児
童
生
徒
、
保
護
者
の

相
談
活
動
、
社
会
教
育
事
業

で
あ
る
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
の
子
育
て
相
談
な

ど
を
実
施
し
て
、
予
防
に
努

め
て
い
ま
す
。

問
・
児
童
生
徒
の
不
登
校
の

理
由
に
つ
い
て
、
学
校
や
教

育
委
員
会
で
は
正
確
に
把
握

し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
友
人
と
の
人
間
関

係
や
家
庭
内
で
の
虐
待
が
不

登
校
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
な
い
か
、
お
答

え
願
い
ま
す
。

答
弁
・
阿
彦
教
育
長

　

不
登
校
に
至
る
理
由
は
、

児
童
生
徒
一
人
一
人
違
い
ま

す
。

　

例
え
ば
、
友
人
関
係
の
ト

ラ
ブ
ル
が
原
因
の
も
の
、
本

人
の
怠
け
に
よ
る
も
の
、
最

近
は
発
達
障
害
に
起
因
す
る

も
の
な
ど
様
々
で
す
。

　

そ
の
理
由
や
対
応
に
つ
い

て
は
、
教
育

委
員
会
が
学

校
訪
問
時
に

各
学
校
か
ら

説
明
を
受
け

て
い
ま
す
。

ま
た
、
発
生

し
た
場
合
は
、

そ
の
都
度
学

校
か
ら
報
告

を
受
け
て
、

そ
の
情
報
提

供
の
範
囲
で

把
握
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
今
の
と
こ
ろ
虐
待

が
原
因
で
不
登
校
に
な
っ
た

と
い
う
子
ど
も
は
い
ま
せ
ん
。

意
見
・
児
童
虐
待
の
加
害
者

の
ほ
と
ん
ど
が
親
で
す
。

　

幸
い
に
も
、
我
が
町
に
は

児
童
虐
待
の
情
報
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
虐
待
す

る
親
を
支
援
す
る
更
生
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

大
変
な
仕
事
で
す
が
、
今

後
も
町
の
子
ど
も
を
守
る
た

め
、
適
切
な
対
応
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

お母さんと子ども達の憩いの場、子育てサポートセンターの様子
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一般質問/町政に問う！

聴
覚
障
害
者（
ろ
う
者
）

が
抱
え
る
不
便
さ
の
把

握
や
そ
の
支
援
は

問
・
昨
年
、
青
森
市
で
開
催

さ
れ
た
「
手
話
言
語
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
に
参
加
し
、
手
話
言

語
法
・
手
話
言
語
条
例
の
制

定
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

ろ
う
者
に
と
っ
て
手
話
は
、

目
で
見
る
言
語
で
あ
り
、
と

て
も
大
事
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
日
常
生
活
に
お
い
て

不
便
を
感
じ
て
い
る
こ
と
も

多
い
と
聞
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
ど
の
よ
う
な
場

面
で
不
便
を
感
じ
て
い
る
か

把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

現
在
ど
の
よ
う
な
支
援
を

行
っ
て
い
る
か
、
お
聞
き
い

た
し
ま
す
。

※
ろ
う
者
と
は
…
…

　

耳
が
聞
こ
え
な
い
人
の
う

ち
、
手
話
を
母
語
と
し
、
手 齋藤　孝夫議員

手
話
言
語
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は

 

答
〈
今
後
、
調
査
し
な
が
ら
総
合
的
に
検
討
す
る
〉

話
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
人
た
ち
。

答
弁
・
今
福
祉
衛
生
課
長

　

ろ
う
者
の
困
っ
て
い
る
こ

と
を
把
握
す
る
機
会
と
し
て

は
、
町
が
青
森
県
ろ
う
あ
協

会
に
委
託
し
て
行
っ
て
い
る
、

手
話
通
訳
者
の
派
遣
申
請
時

の
理
由
を
困
り
ご
と
の
一
つ

と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

　

派
遣
を
依
頼
す
る
理
由
と

し
て
は
、
病
院
受
診
時
の
付

き
添
い
が
最
も
多
く
、
他
に

は
、
冠
婚
葬
祭
時
の
手
話
通

訳
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

　

手
話
通
訳
の
派
遣
に
関
し

て
は
、
事
前
に
予
定
が
決

ま
っ
て
い
る
場
合
は
対
応
し

や
す
い
状
況
で
す
が
、
委
託

先
で
通
訳
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
行
う
た
め
、
通
訳
者
の
手

配
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が

あ
り
、
緊
急
の
利
用
に
は
対

応
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
ろ
う
者
と
の
か
か

わ
り
の
中
で
把
握
し
た
困
り

ご
と
と
し
て
は
、
役
場
の
窓

口
、
銀
行
や
郵
便
局
な
ど
に

お
い
て
、
意
思
疎
通
の
困
難

を
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
呼
び
出
し
が
聞

こ
え
な
い
、
筆
談
で
は
十
分

に
理
解
で
き
な
い
、
防
災
無

線
が
聞
こ
え
な
い
た
め
、
災

害
時
や
緊
急
時
に
困
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
不
安
の
声

も
あ
り
ま
し
た
。

問
・
近
年
、
大
雨
や
台
風
に

よ
る
中
村
川
の
水
位
の
上
昇

で
、
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

ろ
う
者
は
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
ず
、
現
状
を
把
握
で

き
な
く
不
安
を
感
じ
ま
す
。

災
害
時
に
避
難
行
動
を
と
る

と
き
も
、
日
頃
か
ら
地
域
の

ふ
れ
あ
い
、
近
所
の
つ
き
あ

い
が
大
事
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
発
生
や
家
族

な
ど
が
倒
れ
た
場
合
の
１
１

９
番
通
報
も
電
話
だ
け
で
な

く
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
専
用
用
紙
や

メ
ー
ル
で
の
通
報
を
受
け
付

け
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
は
、
現
在
ど
の
よ

う
な
対
応
を
と
ら
れ
て
い
ま

す
か
、
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

答
弁
・
今
福
祉
衛
生
課
長

　

災
害
時
、
自
ら
適
切
な
行

動
が
困
難
で
助
け
が
必
要
な

方
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
要

援
護
者
と
し
て
登
録
し
、
災

害
時
に
支
援
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

答
弁
・
佐
藤
消
防
長

　

当
消
防
本
部
の
１
１
９
番

通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
簡
易
通

信
指
令
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
た

め
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
専
用
用
紙
で
の

１
１
９
番
通
報
に
は
対
応
で

き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

今
後
は
、
消
防
の
広
域
化

を
進
め
る
中
で
、
通
報
時
の

位
置
情
報
の
確
認
が
で
き
る

高
度
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
を

共
同
で
運
用
で
き
な
い
か
協

議
し
、
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
・
町
長
が
掲
げ
る
町
づ
く

り
の
目
標
に
は
、
人
々
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
町
を
目

指
す
と
あ
り
ま
す
。
ろ
う
者

だ
け
で
な
く
、
ろ
う
者
以
外

の
人
も
共
に
尊
重
し
な
が
ら

共
に
生
き
る
地
域
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
、
手
話
言
語
条

例
の
制
定
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
、
町
長
は
ど
の
よ
う
な

考
え
で
し
ょ
う
か
。

※
手
話
言
語
条
例
と
は
…

　

手
話
を
言
語
と
し
て
認
め
、

手
話
が
日
常
的
に
使
え
、
ろ

う
者
と
ろ
う
者
以
外
の
人
が

共
生
で
き
る
社
会
を
目
指
す

条
例
。

答
弁
・
平
田
町
長

　

手
話
言
語
条
例
を
県
内
で

は
、
黒
石
市
と
弘
前
市
が
制

定
し
て
い
ま
す
。

　

２
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
う
少
し
勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
多
く
の
関
係
者
の

声
を
聞
き
な
が
ら
、
共
に
生

き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
、
条
例
制
定
に
向
け

て
、
調
査
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

意
見
・
条
例
制
定
に
向
け
て
、

様
々
な
取
り
組
み
を
勉
強
し

て
準
備
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

防災訓練での要援護者救助訓練の様子
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問
・
今
、
大
高
山
か
ら
八
景

森
ま
で
に
か
け
て
、
青
森
市

の
業
者
に
よ
る
風
力
発
電
事

業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

民
間
企
業
が
実
施
す
る
計
画

で
あ
る
た
め
、
当
町
に
利
益

や
雇
用
を
生
む
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

民
間
企
業
実
施
予
定
の
大

高
山
風
力
発
電
事
業
の
計
画

を
中
止
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

大
高
山
風
力
発
電
計
画
を
中
止
し
て
ほ
し
い

 

答
〈
町
が
特
別
な
理
由
な
く
、
中
止
で
き
な
い
〉

答
弁
・
千
島
政
策
推
進
課
長

　

大
高
山
エ
リ
ア
に
は
、
約

20
基
の
大
型
風
車
を
建
設
す

る
と
い
う
計
画
が
事
業
者
か

ら
上
が
っ
て
お
り
、
平
成
32

年
着
工
、
平
成
34
年
11
月
事

業
開
始
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
型
、
小
型

も
含
め
た
風
車
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

の
建
設
に
つ
い
て
は
、「
電

気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
や

「
農
林
漁
業
の
健
全
な
発
展

と
調
和
の
と
れ
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
よ

り
、
日
本
の
産
業
の
振
興
、

ま
た
は
農
山
漁
村
の
活
性
化

を
図
る
目
的
で
あ
れ
ば
、
国

が
推
進
し
て
い
く
と
い
う
も

の
で
す
。

　

よ
っ
て
、
風
車
建
設
事
業

に
つ
い
て
は
、
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
発
電
し
よ
う
と
す
る

一戸千代久議員

当
町
に
利
益
と
雇
用

を
生
む
風
力
発
電
事

業
の
検
討
を

事
業
者
が
、
国
に
事
業
申
請

し
、
様
々
な
法
的
規
制
を
ク

リ
ア
し
、
風
力
発
電
施
設
を

建
設
す
る
土
地
の
所
有
者
の

同
意
を
得
て
、
さ
ら
に
は
、

鰺
ヶ
沢
町
の
風
力
発
電
施
設

等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
も
従
っ
て
い
る
場
合
は
、

建
設
可
能
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
特
別
な
理
由
な
く
、
町

独
自
に
事
業
を
中
止
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

問
・
な
ぜ
、
鰺
ヶ
沢
町
の
業

者
で
、
国
の
制
度
を
使
っ
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

に
取
り
組
め
な
い
の
か
。
青

森
市
の
業
者
任
せ
に
す
る
の

で
は
な
く
、
鰺
ヶ
沢
町
の
町

民
、
民
間
企
業
と
行
政
等
に

よ
る
地
域
電
力
の
設
置
計
画

を
検
討
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。

ご
答
弁
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
弁
・
千
島
政
策
推
進
課
長

　

近
隣
の
風
力
発
電
の
事
業

費
の
例
を
見
る
と
、
風
車
１

基
設
置
す
る
の
に
平
均
し
て

６
億
円
か
ら
８
億
円
の
経
費

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
事
業

費
の
捻
出
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

な
ど
の
毎
年
の
運
営
経
費
を

考
え
る
と
、
確
実
に
利
益
を

あ
げ
る
見
通
し
は
た
た
ず
、

自
治
体
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

た
だ
、
風
力
発
電
に
関
す

る
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ

た
民
間
企
業
と
町
が
連
携
し
、

町
民
か
ら
も
出
資
を
募
り
共

同
で
実
施
す
る
方
法
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
収
益
を
含
め

た
事
業
費
の
積
算
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
の
で
、
引
き

続
き
情
報
収
集
し
な
が
ら
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問
・
鰺
ヶ
沢
町
は
風
力
発
電

所
だ
け
で
な
く
、
水
力
発
電

所
も
調
査
す
れ
ば
適
所
が
あ

り
、
何
カ
所
も
つ
く
れ
る
の

で
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

発
電
所
設
置
に
よ
り
、
町
の

未
来
に
展
望
を
見
出
し
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

一
度
ご
答
弁
を
お
願
い
し
ま

す
。

答
弁
・
平
田
町
長

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
、
地
域
電
力
に
つ
き
ま
し

て
は
、
以
前
か
ら
様
々
調
査
、

研
究
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
、
知
識
不
足
の
部
分

も
当
然
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

町
が
主
体
と
な
っ
て
の
地
域

電
力
会
社
の
設
置
は
難
し
い

の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
最
新
の
情
報
を

収
集
し
な
が
ら
、
地
域
電
力

会
社
の
設
立
の
可
能
性
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

意
見
・
平
成
32
年
４
月
工
事

着
工
と
い
う
こ
と
で
、
後
に

な
っ
て
か
ら
後
悔
し
て
も
遅

い
の
で
す
。

　

鰺
ヶ
沢
町
の
利
益
に
つ
な

が
る
地
域
電
力
会
社
の
設
立

に
つ
い
て
要
望
し
て
質
問
を

終
わ
り
ま
す
。

※
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
…

　

自
然
の
活
動
に
よ
っ
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
が
絶
え
ず
再
生

さ
れ
、
半
永
久
的
に
供
給
さ

れ
、
継
続
し
て
利
用
で
き
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
。

鰺ヶ沢中学校付近から見える風車

大高山で稼働中の風車
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赤
石
渓
流
線
道
路

改
良
工
事
の
進
捗

状
況
は

問
・
赤
石
渓
流
線
道
路
改
良

工
事
に
つ
い
て
、
完
成
時
期

は
い
つ
か
。
ま
た
、
残
区
間

で
あ
る
そ
の
先
の
通
行
止
め

区
間
を
調
査
、
整
備
補
修
し
、

開
通
す
る
必
要
は
な
い
の
か
、

答
弁
願
い
ま
す
。

答
弁
・
神
建
設
課
長

　

県
が
事
業
費
を
負
担
す
る

代
行
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
赤
石
渓
流
線
道
路
改
良

工
事
、
延
長
７
４
０
メ
ー
ト

ル
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

２
月
に
土
砂
崩
壊
し
て
か
ら

４
年
が
過
ぎ
、
そ
の
先
の
区

間
も
含
め
通
行
止
め
が
続
い

て
い
て
、
白
神
山
地
の
観
光

な
ど
、
多
方
面
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　

当
該
区
間
に
つ
い
て
は
現

在
、
橋
梁
架
け
替
え
工
事
が 世永　富也議員

赤
石
渓
流
線
の
開
通
は
８
月
で
間
違
い
な
い
か

 

答
〈
８
月
に
全
線
開
通
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
〉

進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
年
７

月
末
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
道
路
の
開
通
時
期

に
つ
い
て
は
、
４
年
間
通
行

止
め
に
な
っ
て
い
る
県
代
行

事
業
区
間
の
先
の
残
区
間
の

整
備
補
修
を
春
の
雪
解
け
を

待
っ
て
状
況
を
調
査
し
、
車

両
通
行
で
き
る
よ
う
町
に
お

い
て
安
全
対
策
工
事
を
実
施

し
た
上
で
、
県
代
行
事
業
区

間
も
合
わ
せ
た
全
区
間
を
８

月
に
開
通
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
県
代
行
事
業
は
、

新
道
路
開
通
後
、
大
然
橋
旧

橋
撤
去
工
事
を
実
施
し
事
業

完
了
と
な
り
ま
す
。

問
・
赤
石
渓
流
線
道
路
沿
い

に
あ
る
、
く
ろ
く
ま
の
滝
遊

歩
道
に
つ
い
て
、
現
状
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
改
良
す

る
と
す
れ
ば
、
工
事
費
や
開

通
時
期
を
お
知
ら
せ
願
い
た

い
。

答
弁
・
神
建
設
課
長

　

く
ろ
く
ま
の
滝
遊
歩
道
に

つ
い
て
は
、
昨
年
11
月
の
巡

視
に
よ
り
、
滝
つ
ぼ
展
望
所

付
近
の
崩
壊
な
ど
の
整
備
補

修
を
要
す
る
箇
所
を
確
認
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
当

初
予
算
に
道
路
維
持
補
修
費

と
し
て
５
７
６
万
７
０
０
０

円
を
計
上
し
、
法
面
等
の
管

理
者
で
あ
る
津
軽
森
林
管
理

署
と
町
で
合
同
調
査
を
行
い
、

協
議
連
携
し
な
が
ら
整
備
補

修
を
行
い
、
早
期
開
通
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。

問
・
早
期
開
通
と
い
え
ば
聞

こ
え
は
い
い
が
、
観
光
の
促

進
に
も
配
慮
し
、
開
通
時
期

の
限
定
は
で
き
な
い
も
の
で

す
か
。

答
弁
・
平
田
町
長

　

町
道
黒
熊
ノ
滝
線
の
法
面

一
部
崩
壊
な
ど
は
、
国
有
林

の
部
分
も
あ
り
ま
す
の
で
、

補
修
等
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
の
赤
石
渓
流
線
道
路

の
開
通
に
合
わ
せ
て
、
く
ろ

く
ま
の
滝
遊
歩
道
も
整
備
し
、

滝
を
見
ら
れ
る
よ
う
対
応
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

公
共
施
設
管
理
計

画
を
早
急
に
作
る

べ
き
と
思
う
が

問
・
公
共
施
設
の
管
理
運
営

に
つ
い
て
は
、
次
世
代
に
負

の
遺
産
を
残
さ
な
い
た
め
に

も
、
公
共
施
設
管
理
計
画
を

早
急
に
作
る
べ
き
だ
と
思
う

が
、
町
の
考
え
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

答
弁
・
平
田
町
長

　

公
共
施
設
の
管
理
運
営
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
統
合
イ

ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

と
い
う
名
称
で
、
平
成
30
年

度
、
31
年
度
の
２
カ
年
の
予

定
で
策
定
作
業
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
公
共
施
設

は
も
ち
ろ
ん
、
道
路
、
橋
梁
、

上
下
水
道
な
ど
の
社
会
生
活

の
基
盤
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
資

産
に
つ
い
て
も
、
個
別
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
公
共
施
設
に

つ
い
て
は
、
各
施
設
ご
と
に

継
続
、
転
用
、
廃
止
、
解
体
、

譲
渡
な
ど
の
方
向
性
を
明
記

し
、
要
す
る
経
費
等
も
含
め
、

町
の
方
針
を
明
ら
か
に
し
て

い
き
ま
す
。

　

今
後
、
計
画
案
の
内
容
は
、

議
員
の
皆
さ
ん
に
説
明
し
、

平
成
31
年
度
中
に
は
、
計
画

策
定
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

意
見
・
現
状
の
公
共
施
設
を

一
つ
一
つ
調
べ
て
、
今
後
の

方
向
性
を
明
ら
か
に
し
、
次

の
世
代
に
残
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

※
世
永
議
員
は
、
こ
の
ほ
か

に
も
次
の
よ
う
な
質
問
を
し

て
い
ま
す
。

◆
日
本
海
拠
点
館
の
今
後
の

利
活
用
計
画
に
つ
い
て

問
拠
点
館
を
ど
の
よ
う
に
利

活
用
し
て
い
く
考
え
か
。

答
１
階
冬
の
広
場
、
２
階
国

際
交
流
プ
ラ
ザ
を
積
極
的
に

町
民
等
へ
の
利
活
用
に
供
し

て
い
く
。

～
日
本
海
拠
点
館

　
　
一
部
利
用
再
開
～

　

平
成
31
年
４
月
３
日
か
ら

日
本
海
拠
点
館
の
一
部
利
用

が
再
開
さ
れ
、
１
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
て
５
月
５
日
ま
で
、

わ
さ
お
の
10
年
写
真
展
等
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

くろくまの滝
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自治 功 労 者表彰　

　議会日程は、議会運営委員会において正式に決定されます。
　開催日程、一般質問の議員氏名、質問事項については町防災無線、町ホー
ムページでお知らせします。詳しくは、議会事務局へお問い合わせください。

第
２
回
定
例
会
の
予
定

▼
６
月
７
日
（
金
）

　
　
　

開
会
予
定
で
す

《
開
会
後
の
日
程
は

　
　

次
の
と
お
り
で
す
》

▽
６
月
10
日
（
月
）

　
　

一
般
質
問

▽
６
月
11
日
（
火
）

　
　

�

総
括
質
疑
、
討
論

採
決
、
閉
会　

議 会 の 傍 聴　 にお越しください

　

平
成
31
年
２
月
19
日
、
ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン

パ
レ
ス
青
森
（
青
森
市
）
で
行
わ
れ
た
青
森

県
町
村
議
会
議
長
会
第
69
回
定
期
総
会
で
、

長
年
議
員
活
動
を
通
じ
て
地
方
自
治
の
進
展

に
貢
献
さ
れ
た
議
員
に
贈
ら
れ
る
全
国
町
村

議
会
議
長
会
表
彰
を
１
名
の
議
員
が
、
青
森

県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
を
５
名
の
議
員
が

受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
坂
牛
淳
治
議
員
、
鶴
田
悦
子

議
員
が
出
席
し
、
賞
状
等
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。 町

議
員
６
名
が
自
治
功
労
者
表
彰
を
受
賞

　

表
彰
を
受
け
た
議
員
は
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

15
年
以
上
町
議
会
議
員
と
し
て
在
職
し
功

労
の
あ
っ
た
一
戸
千
代
久
議
員
は
全
国
町
村

議
会
議
長
会
か
ら
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

39
年
以
上
町
議
会
議
員
と
し
て
在
職
し
功

労
の
あ
っ
た
坂
牛
淳
治
議
員
、
19
年
以
上
町

議
会
議
員
と
し
て
在
職
し
功
労
の
あ
っ
た
鶴

田
悦
子
議
員
、
神
孝
議
員
、
新
保
勝
敏
議
員
、

今
勝
義
議
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
青
森
県
町
村
議

会
議
長
会
か
ら
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

第１回定例会一般質問傍聴者は34人でした

自治功労者として表彰された６名の議員

青森県町村議会議長会表彰を受ける坂牛議員
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代
々
続
く
農
家
を
守
り
た
い

　

リ
ン
ゴ
・
米
等
を
特
別
栽
培
す
る
若
手
農
家

～まち再発見～
鰺ヶ沢町に住んでみて  Vol. ８

湯舟町

小
お

山
やま

 朋
とも

洋
ひろ

さん・恵
え

里
り

さん
　朋洋さんは、宮城県　石巻市出身。
　妻の恵里さん（写真左）と小学６年、小学２
年の娘さん、恵里さんのご両親・妹さん・祖母
と８人暮らし。
　町内４ヶ所のリンゴ畑、田んぼ等で幅広く農
業をされています。

　特集「まち再発見」８回目の今回は、鳴
沢地区で特別栽培のリンゴ・米等を作って
いる、若手農家の小山朋洋さんと奥様の恵
里さんにお話を伺いました。
　聞き手は、菊谷忠光・今勝義広報委員です。

　

朋
洋
さ
ん
は
、

山
形
県
東
根
市
で

自
衛
官
の
同
僚
と

し
て
知
り
合
っ
た

恵
里
さ
ん
と
ご
結

婚
。
奥
様
の
実
家

で
営
ん
で
い
る
若

葉
農
園
を
守
り
た

い
と
い
う
思
い
で
、

15
年
務
め
た
自
衛

隊
を
退
職
さ
れ
、

鰺
ヶ
沢
に
来
ら
れ

ま
し
た
。

Ｑ　

鰺
ヶ
沢
に
来
た
の
は
。

Ａ　

完
全
に
引
っ
越
し
し
た

の
は
平
成
30
年
12
月
で
す
。

Ｑ　

鰺
ヶ
沢
に
来
た
き
っ
か

け
は
。

Ａ　

妻
の
先
代
の
お
じ
い
さ

ん
お
ば
あ
さ
ん
が
特
別
栽
培

の
若
葉
農
園
を
始
め
、
お
義

父
さ
ん
お
義
母
さ
ん
が
守
っ

て
き
た
の
で
、
こ
こ
で
終
わ

ら
せ
る
訳
に
は
い
か
な
い
と

い
う
気
持
ち
で
、
志
半
ば
で

し
た
け
れ
ど
も
自
衛
隊
を
退

職
し
て
こ
ち
ら
に
来
ま
し
た
。

Ｑ　

鰺
ヶ
沢
町
の
印
象
は
。

Ａ　

海
も
山
も
あ
っ
て
自
然

豊
か
で
、
す
ご
く
過
ご
し
や

す
い
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ　

食
べ
物
は
ど
う
で
し
た

か
。

Ａ　

お
義
母
さ
ん
の
手
料
理

や
お
刺
身
な
ど
が
と
て
も
美

味
し
い
で
す
。

Ｑ　

町
の
好
き
な
場
所
は
。

Ａ　

リ
ン
ゴ
畑
で
す
。
山
形

に
も
リ
ン
ゴ
は
あ
り
ま
し
た

が
、
広
々
と
し
た
所
で
全
く

違
い
ま
す
。
畑
が
落
ち
着
き

ま
す
。
畑
か
ら
見
え
る
岩
木

山
は
き
れ
い
で
最
高
で
す
。

Ｑ　

こ
ち
ら
で
知
り
合
い
は

出
来
ま
し
た
か
。

Ａ　

湯
舟
の
消
防
団
に
誘
っ

て
も
ら
い
入
っ
て
い
ま
す
。

若
い
人
が
多
い
の
で
す
ご
く

良
く
し
て
も
ら
い
、
定
期
的

に
誰
か
の
家
に
集
ま
り
、
飲

み
な
が
ら
話
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
即
応
予
備

自
衛
官
と
し
て
非
常
勤
で
年

間
30
日
間
訓
練
に
参
加
し
て

ま
す
。

Ｑ　

鰺
ヶ
沢
に
来
て
す
ぐ
に

農
業
を
す
ん
な
り
出
来
ま
し

た
か
。

Ａ　

農
薬
を
使
わ
な
い
特
別

栽
培
が
他
と
違
う
の
で
何
年
、

何
十
年
と
か
か
る
と
言
わ
れ
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
ま
し

た
。
今
年
は
２
月
頃
か
ら
剪

定
作
業
も
お
義
父
さ
ん
に
教

え
て
も
ら
い
な
が
ら
行
い
、

自
分
が
剪
定
し
た
木
に
テ
ー

プ
を
付
け
て
状
態
を
確
認
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
無
事

に
花
や
実
を
つ
け
る
と
い
い

の
で
す
が
。

　

ま
た
、
田
ん
ぼ
の
苗
代
に

使
う
育
苗
箱
を
作
る
作
業
も

手
伝
い
、
今
ま
で
や
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
量
が

比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
程
多

く
驚
き
ま
し
た
。

Ｑ　

主
に
作
っ
て
い
る
作
物

は
。

Ａ　

特
別
栽
培
で
作
っ
て
い

る
リ
ン
ゴ
の
品
種
は
、
夏
緑
、

特 集

ふ
じ
、
紅
玉
、
シ
ナ
ノ

ゴ
ー
ル
ド
、
金
星
、
王

林
等
で
生
食
用
か
ら
加

工
用
（
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー

ス
や
乾
燥
リ
ン
ゴ
等
）

と
幅
広
い
で
す
。
ま
た
、

米
、
大
豆
、
野
菜
も
特

別
栽
培
で
作
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ　

こ
ち
ら
で
暮
ら
し

て
何
が
一
番
楽
し
い
か
。

Ａ　

家
に
帰
っ
て
、
お
義
母

さ
ん
と
妻
の
手
料
理
を
肴
に

お
義
父
さ
ん
と
お
酒
を
飲
む

時
が
一
番
い
い
時
間
で
す
。

Ｑ　

今
後
の
夢
又
は
挑
戦
し

た
い
こ
と
は
。

Ａ　

お
義
父
さ
ん
の
跡
を
継

い
で
い
け
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ひ
と
く
ち
解
説

　

即
応
予
備
自
衛
官
と
は
…

　

予
備
自
衛
官
の
一
つ
で
、

普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
に

従
事
し
、
有
事
の
際
に
は
災

害
派
遣
等
に
応
じ
現
役
自
衛

官
と
共
に
任
務
に
就
く
非
常

勤
自
衛
官
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。


　


